
区
の
財
政
を
ど
の
よ
う

に
使
う
の
か
は
行
政
の
基

本
問
題
で
す
。
日
本
共
産

党
は
、
区
民
の
た
め
に
、

介
護
や
子
育
て
が
安
心
し

て
で
き
る
福
祉
や
教
育
、

中
小
企
業
支
援
に
税
金

を
使
う
こ
と
を
一
貫
し
て

要
求
、
提
案
し
て
き
ま
し

た
。
港
区
の
積
立
金
は
六

七
一
億
円
と
巨
額
で
す
。

各
種
の
財
政
指
標
を
見
て

も
区
財
政
は
「
お
金
が
な

い
」
ど
こ
ろ
か
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
す
。
と
こ
ろ
が
原
田

区
政
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、

区
民
向
け
の
予
算
は
次
々

と
削
り
、
環
境
破
壊
の
巨

大
ビ
ル
建
設
や
森
ビ
ル
な

ど
が
お
こ
な
う
再
開
発
事

業
へ
の
補
助
金
を
、
こ
れ
ま

で
二
一
〇
億
円
も
支
出
し
、
さ
ら
に
今
年
度
六

六
開
発
へ
の
補
助
金
を
一
一
億
円
上
乗
せ
し
総

額
六
六
億
円
に
増
や
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

党
区
議
団
は
決
算
委
員
会
で
、
「
環
境
破
壊

と
住
民
追
い
出
し
の
巨
大
再
開
発
へ
の
莫
大
な

補
助
金
支
出
を
や
め
、
豊
か
な
財
政
を
区
民
の

た
め
に
使
う
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。
区
長
は
、

「
再
開
発
等
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
全
体
の

財
政
状
況
を
勘
案
し
て
、
適
切
な
執
行
に
努
め

ま
す
」
と
答
弁
、
引
き
続
き
巨
大
再
開
発
へ
の

莫
大
な
補
助
金
支
出
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

札
の
辻
交
差
点
は
、
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
」

で
も
三
大
難
所
の
一
つ
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
交

差
点
で
す
。

横
断
歩
道

が
な
い
た

め
車
椅
子

等
で
は
大

き
く
迂
回

し
な
い
と

渡
る
こ
と

が
で
き
ま

せ
ん
。
党
区
議

団
が
決
算

委
員
会
で

こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
質
問
す
る
中
で
、
区

民
が
長
年
望
ん
で
い
た
横
断
歩
道
の
設
置
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
協
議
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
田
町
駅
三
田
口
の
整
備
計
画
も

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
田
町
駅
東
西
自
由
通

路
の
工
事
は
九
月
に
外
装
工
事
が
終
了
し
、
現

在
は
内
装
工
事
に
は
い
っ
て
い
ま
す
。
自
由
通

路
の
整
備
に
と
も
な
う
駅
舎
改
良
は
二
〇
〇

四
年
三
月
完
成
予
定
で
す
。
改
修
に
合
わ
せ
て

区
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
、
実
現
に
向
け
て
協
議

し
て
い
ま
す
。

駐
輪
場
対
策
に
つ
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
用
地
を
借
用

で
き
る
こ
と
で
、
概
ね
合
意
が
得
ら
れ
て
い
ま

す
。
決
算
委
員
会
で
は
、
現
在
の
西
口
周
辺
の

自
転
車
台
数
に
見
合
っ
た
台
数
を
確
保
で
き
る

よ
う
Ｊ
Ｒ
に
協

力
を
要
請
し
て

い
く
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
ま

し
た
。
熊
田
区

議
は
、
駅
舎
の

改
修
に
合
わ

せ
て
駅
前
広

場
の
整
備
を

行
う
よ
う
区

に
求
め
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
港
区
議
会
議
員

熊
田
ち
づ
子

２００２年１１月
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無
料
生
活
相
談

毎
月
十
二
日

夜
六
時
～

飯
倉
福
祉
会
館
を
予
定
し
て
い
ま
す

ご
連
絡
く
だ
さ
い

区
政
報
告

芝公園にあった文化財の全容調査と

復元を求める区民からの請願を審議

する中で、増上寺の旧徳川将軍霊廟

前に存在していた石灯籠の寄進先の

一部が、教育委員会の調査で明らか

になりました。西武鉄道は、再三にわ

たる調査の要請にも、「文化財がどこ

にいったかは不明」と全く誠意のない

態度をとっていました。区は独自に、寄

進先と思われる３４自治体に調査依頼

書を送付、１７自治体から回答が寄せ

られ、４１９基の石灯籠の存在が確認

されました（写真）。増上寺の文化財

は、世界遺産

に指定された

日光の文化

財に匹敵する

貴重なもので

す。文化財を

破壊した西武

の責任は重大

です。

第
三
回
定
例
会
が
九
月
一
九
日
か
ら
一
〇
月
八
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。
二
〇
〇
一
年
度
決
算
も
審
議
さ
れ
、
四
一
億
二
千
万
円
の
黒
字
、
積

立
金
の
合
計
は
二
〇
〇
一
年
度
末
で
、
六
七
一
億
円
に
も
の
ぼ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

2001年度決算時点での積立金

基金合計 ６７１億円

＜主な基金積立額＞
財政調整基金 １８７億円

減債基金 ７４億円

公共施設等整備基金 ２２３億円

定住促進基金 ３７億円

教育施設整備基金 ２８億円

震災対策基金 ２３億円

公共用地買収基金 ４０億円

（千万円未満は切捨て）

決算委員会で質問する熊田区議

港区「三大難所」の一つ、札の辻交差点

田町駅三田口の駐輪場対策も協議が進行中

６７
１億
円

もの
ため
込

みや
めて



特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
数
は
、
昨
年
十
月
一

日
現
在
で
五
〇
〇
名
、
現
在
は
七
七
〇
名
と
、

介
護
保
険
導
入
後
も
増
え
続
け
る
一
方
で
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
）
も
、
毎
月
一
日

の
申
し
込
み
は
電
話
も
つ
な
が
ら
な
い
ほ
ど
の

混
雑
ぶ
り
。
十
月
は
八
〇
名
が
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。
基
盤
整
備
を
怠
っ
た
ま
ま

介
護
保
険
を
導
入
し
た
国
や
区
の
責
任
は
重

大
で
す
。

今
後
特
養
ホ
ー
ム
は
、
赤
坂
六
丁
目
に
定
員

八
〇
名
（
来
年
五
月
入
所
）
、
新
橋
六
丁
目
に

一
二
〇
名
程
度
（
二
〇
〇
六
年
入
所
）
で
建
設

予
定
で
す
が
、
待
機
者
解
消
に
は
ほ
ど
遠
い
計

画
で
す
。

共
産
党
は
決
算
委
員
会
で
、
「
待
機
者
数
に

見
合
っ
た
特
養
ホ
ー
ム
の
早
期
建
設
を
」
と
区

に
求
め
ま
し
た
が
、
区
は
こ
れ
以
上
の
計
画
の

具
体
化
を
明
ら
か
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

特
養
ホ
ー
ム
建
設
を
願
う
み
な
さ
ん
の
声
を

区
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
一
刻
も
早
く
待
機
者

数
に
見
合
う
特
養
ホ
ー
ム
を
建
設
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

党

区

議

団

が
一

貫

し
て
要
求
し

て
い
た
旧
氷

川
小
学
校

跡

地

の
特

養
ホ
ー
ム
が

来
年
五
月

に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
現

在
入
所
者

の
申
し
込
み

を
受

け
付

け
て
い
ま
す
。

☆
資
格
…
在
宅
、
要
介
護
度
Ⅰ
以
上
で
、
常

時
介
護
が
必
要
な
方

☆
申
込
書
…
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
区

役
所
、
支
所
。
電
話
す
れ
ば
郵
送
も
さ
れ
ま

す
。

☆
受
付
期
間
…
十
二
月
二
七
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
赤
坂
六
丁
目
施
設
開
設
準
備
室
に

郵
送
し
て
下
さ
い
。

自
民
、
公
明
、
保
守
の
与
党
三
党
に
よ
る
強

行
採
決
で
医
療
保
健
法
が
改
悪
さ
れ
、
十
月

一
日
か
ら
高
齢
者
の
窓
口
負
担
が
大
き
く
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
か
か
っ
た
医
療
費
の
一

割
、
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方
は
二
割
の
負

担
に
な
り
ま
す
。
ま
た
新
た
に
、
上
限
額
を
超

え
た
分
の
償
還
払
い
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

老
人
医
療
の
対
象
者
も
七
〇
才
か
ら
七
五
才

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
二
〇
〇
二
年
十
月
一
日

以
降
七
〇
才
に
な
る
方
は
、
七
五
才
ま
で
引
き

続
き
、
現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
で
医
療

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
訂
は
非
常
に
複
雑
で
す
。
熊
田
区

議
は
、
決
算
委
員
会
の
質
問
で
、
住
民
が
不
利

益
を
受
け
な
い
よ
う
、
わ
か
り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
や
、
償
還
払
い
の
手
続
き
の
簡
素
化
、

軽
減
対
象
者
に
申
請
書
を
送
付
す
る
こ
と
を

区
に
求
め
ま
し
た
。
区
は
、
「
わ
か
り
や
す
い
広

報
に
努
め
る
」と
答
え
ま
し
た
。

中
学
生
の
移
動
教
室
施
設
で

あ
る
小
諸
高
原
学
園
を
廃
止
す

る
条
例
が
、
区
長
か
ら
議
会
に

提
案
さ
れ
ま
し
た

が
、
付
託
さ
れ
た

区
民
文
教
委
員
会

で
は
、
現
地
視
察

や
審
議
を
行
な
う

中
で
、
「
廃
止
す

る
必
要
は
な
い
」

と
い
う
声
が
広
が
り
継
続
審
議

に
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
今
年
四
月
に

移
動
教
室
担
当
校
長
二
名
の
意

見
を
聞
い
た
だ
け
で
、
七
月
に

廃
止
を
「
決
定
」
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
教
育
委
員
会
は
、

「
施
設
の
老
朽
化
」
「
維
持
経

費
が
か
か
り
す
ぎ
る
」
等
を
廃

止
の
理
由
に
し
て
い
ま
す
。

小
諸
高
原
学
園
は
、
宿
泊
棟
、

体
育
館
、
運
動
場
、
農
園
、
キ
ャ

ン
プ
場
等
を
備
え
た
施
設
で
あ

り
、
移
動
教
室
や
自
然
体
験
学

習
を
行
な
う
子
ど
も
た
ち
の
大

切
な
財
産
で
す
。
体
育
館
は
一

九
九
三
年
に
建
て
替
え
ら
れ
た

ば
か
り
で
ま
だ
新
し
い
施
設
で

す
。
熊
田
区
議
は
、
区
民
文
教

委
員
会
の
中
で
施
設
の
存
続
を

求
め
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

議
会
が
廃
止
条
例
を
否
決
す

れ
ば
、
教
育
委
員
会
の
決
定
を

く
つ
が
え
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
諸
高
原
学
園
の
存
続
を
求
め

る
み
な
さ
ん
の
声
を
、
区
役
所
、

区
議
会
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

待
機
者
増
え
続
け
七
七
〇
名
（
十
月
一
日
現
在
）

５月にオープンする赤坂６丁目特養ホーム（仮称）

赤
坂
六
丁
目
の
特
養
ホ
ー
ム
が
来
年
五
月

に
オ
ー
プ
ン

区
立
中
学
校
に
入
学
す
る
際
、
制
服
や
運
動

着
等
々
、
最
低
で
も
六
～
七
万
円
か
か
り
ま
す
。

小
学
校
で
も
、
ラ
ン
ド
セ
ル
、
学
用
品
、
机
な
ど
、

多
額
の
費
用
が
か
か
り
父
母
に
と
っ
て
は
大
き

な
負
担
で
す
。
党
議
員
団
は
、
小
学
校
、
中
学

校
に
入
学
す
る
世
帯
に
、
港
区
共
通
商
品
券

を
活
用
し
て
入
学
準
備
金
を
支
給
す
る
条
例

を
提
案
し
ま
し
た
。

ま
た
、
要
介
護
Ⅲ
・
Ⅳ
・
Ⅴ
で
、
住
民
税
非
課

税
の
方
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
一
助
と

し
て
手
当
を
支
給
す
る
「
重
度
要
介
護
高
齢
者

手
当
条
例
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
区
民
文
教
委
員
会
、
保
健
福
祉

委
員
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

自
民
、
公
明
、
保
守
が
医
療
保
険
改
悪
を
強
行

｢

ま
だ
使
え
る｣

廃
止
条
例
採
択
で
き
ず

償
還
払
い
手
続
簡
素
化
、
軽
減
対
象
者
へ
の
申
請
書
送
付
を

＊
非
課
税
の
方
は
、
「
標
準
負
担
額
減
額
認

定
書
」
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
の
負
担
の
上

限
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
本
人
の
申
請
が

必
要
で
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。


